
 

 

 

    

やりぬくことの大切さ、「ひと・もの・こと」から確かな学びを 

                             校 長 望月 秀一 

明日から師走。いよいよ平成 29年も残りわずかとなりました。29日の持久走大会は、季節は冬

に入りましたが、すばらしい晴天のもと、温かな日差しを受けて力いっぱい走る子どもたちに感動

しました。子どもたちは、体育主任の呼びかけで、富士山頂を目指すカ

ードを持ち、毎日走る中で、持久力を上げていきました。私は、走るこ

とは苦しいけれど、苦しさから逃げずに、立ち向かっていける強い心を

もってほしい。自分だってやればできるんだと自分に自信が持てる子

になってほしい。そんな願いを伝えました。持久走大会を通して、走り

ぬくことはもちろんですが、一つのことをやり遂げることの達成感、大切さを学んでほしいと考え

ました。大会では、多くの子どもたちが自分の記録を更新でき、新記録も３つ出すことができまし

た。何よりも嬉しかったことは、全員が完走できたことです。あきらめずに最後まで走りぬいたこ

とです。閉会式の講評では、子どもたちの頑張りを評価するとともに、多くの人たちの支えがあっ

て大会ができたことに感謝しようと伝えました。体調管理をしていただいた保護者の皆様、当日来

校された皆様からの温かなご声援、ＰＴＡからのジュース、また、交通指導員の皆様にもご協力を

いただき、無事終えることができ心より感謝いたします。本当にありがとうございました。 

11月は、どの学年も校外学習や外部講師を招いて学習する等、充実した学びになりました。１年

生は、歯磨き教室で、養護教諭から、鉛筆を持つように歯ブラシを持って縦に磨くと上手に磨ける

ようになると教わり、毎日やっていると笑顔で答えてくれました。２年生は、生活科の地域学習で、

富士見台リズムこども園に見学に行き、子どもの安全を考えた工夫に関心を持ち探検カードに書く

ことができました。３年生は、神戸地区の秋山園さんにお茶の淹れ方を学習し、淹れ方でお茶がお

いしくなること学び、家でも挑戦した子が多くいました。４年生は、環境クリーンセンターと東部

浄化センターに行き、ごみの分別の仕方を学んだり、汚れた水がきれいになっていく仕組みに驚い

たり有意義な見学になりました。５年生は、トヨタ自動車工場とヤクルト工場に見学に行き、ロボ

ットと人が分担する生産工程を見ることができて学びが深まりました。６年生は、修学旅行に行っ

てきました。子どもたちは学校を離れての２日間の生活の中で、時間を守

ることや考えて行動することの大切を改めて感じていました。子どもの学

びのふりかえりから、大都市の大きさに驚いたこと、班行動を通して人と

の付き合い方や仲間と過ごすことの楽しさを学べたこと等思い出に残る

修学旅行になりました。 

全ての学年に言えることは、「ひと・もの・こと」にふれる中で、学びが確かなものになり、子ど

もの心に深い学びとなっていきます。子どもたちの学びへのご協力に感謝いたします。 
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学校教育目標 「つよいきずなで よさをのばそう」 
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